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後藤　晃司
（相談支援事業所いなほの家）

私は平成17年から精神保健福祉士として就労継続支援Ｂ型事業所やグループホームの職務と
して地域の精神障害者の方々へ支援をおこなってきました。現在は相談支援専門員として当
事者の方々にかかわっています。私のこれまでの経験を活かし、微力ではございますが愛知
県精神保健福祉士協会のお役に立てればと考え立候補させていただきました。

井東　開
（就労継続支援B型事業所いな
ほの家）

当地域の精神保健福祉支援に長年尽力されているため。

水野　貴文
（愛知ITキャリアセンター）

私は愛知県精神保健福祉士協会の会員となり１０年が経過しました。協会の活動では研修や
ブロック会での勉強会など、他の精神保健福祉士の方と交流の機会を頂き、所属を越える出
会いや学びをさせて頂きました。現在、会報にも案内が載っている「若葉の会」初期の運営
にも携わった経験がございます。こういった活動の中で精神保健福祉士としての価値と実践
に向き合ってきました。このような経過を経て今の私があるわけですが、振り返れば諸先輩
方が作り上げてきた協会という基盤があってこそ得られた経験ともいえます。未熟者ではあ
りますが、頂いたご恩返しが多少なりとも出来ればと協会運営のために理事に立候補させて
頂いた所存でございます。宜しくお願い申し上げます。

宮崎　嘉孝
（あま福祉会）

拝啓　時下ますます御清栄のこととお慶び申し上げます。さて、この度私とは見知った
間柄であります愛知ＩＴキャリアセンターの水野貴文氏をご紹介申し上げます。同氏は
愛知県一宮市の就労継続支援Ｂ型事業所でサービス管理責任者としてご活躍されている
方です。同氏が勤める愛知ＩＴキリアセンターは、パソコンの仕事ができるＢ型の事業
所として地元でも人気のある事業所となっています。同氏の活躍をみて彼ならばと推薦
させて頂いた次第です。よろしくご高配を下さいますようお願い申し上げます。

阿比留　綾子
（守山区障害者基幹相談支援セ
ンター　本部）

長く精神科病棟看護の領域にいた私は、何度も入退院を繰り返す方に対し、この人は家では
どんな生活をしているのだろうと疑問を持ったことがきっかけで、訪問看護に従事しまし
た。その時、精神疾患を抱えながらの生活には、医療だけではなく福祉の支援の力が大きな
意味をもっているということを目の当たりにし、地域での生活を支えたいという思いが強ま
り、精神保健福祉士を目指しました。精神保健福祉士として4年目ではありますが、住み慣
れた場所でその人らしく生活できるように支援を考えたいという思いは、精神保健福祉士を
目指した時から変わっていません。現在の職場である、基幹相談支援センターの本部で唯一
の精神保健福祉士として、相談支援、地域移行はもちろん、クリニック医師との連携、教育
分野での疾患や特性の啓発など専門性を活かしています。協会を通して専門性を一層向上
し、地域に協会に貢献していきたいと思い、この度、理事に立候補させていただきました。

川口　竜市
（守山区障害者基幹相談支援
センター　サテライト）

阿比留氏はこれまで精神科看護師として精神科病院、訪問看護などで精神障害を持った
方の暮らしを支えてきました。これまでの経験を活かし、私に対しても同じ障害者基幹
相談支援センターの相談員として様々な助言や地域活動での考えを聞かせてくれます。
児童分野、教育分野などの様々な領域にも積極的に介入し、守山区近郊の当事者ならび
に関係者からの信頼も厚い方です。精神保健福祉士としての向上心も高く、精神保健福
祉士協会の活動にも自ら積極的に参加していることから、理事になった暁には協会活動
がより活性化し、周りも引っ張っていく存在になるかと思います。以上のことから、阿
比留綾子氏を推薦いたします。

山田　弥
（杉田病院）

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、精神保健福祉士として今まで以上に各機関との
繋がりや情報を共有し合う事の必要性を、協会の意義を感じる今日この頃です。不安感を
もって日々仕事に従事している方々が、協会活動や広報などの場が安心感、万媚の場として
感じられるよう微力ながら少しでもお役になればと立候補しました。

菊池　裕大
（萌作業所）

理事に山田氏を推薦します。同氏は、当地域を基盤に精神保健福祉士として勤務、活動
する実力のある一人です。精神保健福祉士の活動に積極的に参加し、自己研鑽を続けて
います。その姿勢、人柄・識見等で地域の精神保健福祉を担うにも申し分なく、理事に
推薦するものです。

永田　朝美
（平安通クリニック）

これまで会員として、愛知県精神保健福祉士協会主催の企画等に参加し、理事の方、委員の
方の活躍を目にしておりました。またこれまでの実践の中でも職場内ではしづらいことも協
会会員の先輩方に相談し何かと助けていただきました。この度PSW歴も10年を超え、微力な
がら協会の運営に携わることができればと思い立候補いたしました。

向江　麻紀
（平安通クリニック）

立候補者はこれまで愛知県精神保健福祉士協会の活動にも、強化委員を務めるなど積極
的に参加し、また日々の患者さんとの関わりを通じて自己研鑽、多くの経験を積んでい
ます。また職務においては、他機関の精神保健福祉士と連携し顔の見える関係作りを熱
心に努めており、その結果幅広い機関から信頼関係を積み上げている方です。今後は北2
ブロックの理事として協会の運営に携わっていただくことで、多くの方とコミュニケー
ションを図り、意見を吸い上げ、発信していただけることが期待できます。以上の理由
からが適任と考え、推薦いたします。

長坂　匡哲
（春日井市健康福祉部地域福祉
課）

地域で相談支援を実施するソーシャルワーカーは、8050問題や社会的孤立、セルフネグレク
トなど複合的な生活課題を抱える人々への支援において様々な困難に直面しています。今こ
そ、精神保健福祉に限らず、高齢、障害、子ども、生活困窮の分野を超えた包括的な支援体
制の構築が重要です。私は自治体職員として高齢者福祉、生活保護、障害者福祉、介護保
険、地域福祉と22年間福祉行政に携わってきました。社会的に孤立しやすい精神障害者とそ
の家族への生活支援と権利擁護支援に長年取組んできた当協会において、自身の経験を活か
し、重層的で包括的な支援ができる人材育成の体制整備に貢献したいと考え、理事に立候補
します。

宮原　香苗
（障がい者生活支援センター
JHNまある）

長坂さんは平成11年に春日井市の社会福祉士採用第1号で入職されました。その後、精神
保健福祉士も取得され、各課を回りながら実績を積むことはもちろん、自身の所属だけ
でなく毎年続々と入職してくる社会福祉士・精神保健福祉士の育成も気にかけ、若手に
質問を投げかけるのを楽しみながらお仕事されています。昇進するほど窓口・現場から
遠くなることがとても残念なようですが、課長になってもフットワーク軽く外部に出か
けて行くなど異色の存在です。ケースに直接関われなくても、今までの経験、社会の変
化、制度の変化を踏まえて、新しい仕組み作りをする立場でご活躍です。令和2年12月か
ら市役所内の6つの課と市内の高齢、障がい児・者、生活困窮、地域作りの社会福祉士・
精神保健福祉士や保健師が「地域支援研究会」を結成し、重層的・包括的支援体制作り
の活動が開始できたのも長坂さんの力が大きく、専門職仲間として心強い存在です。精
神保健福祉士協会にも新しい風を吹かせてくれると思い推薦させていただきます。

小林　正裕
（八事病院）

2018年6月より理事を務めさせていただいております。名古屋南ブロック例会、愛知県精神
保健福祉士大会、初任者研修会、災害対策委員会、組織強化委員会等の協会の活動を通して
会員の方と交流する機会も増え、所属機関にとどまらない顔の見えるネットワークが広が
り、働く上での支えにもなっておりました。引き続き、協会活動に貢献し、皆さまとの交流
を通して、自分自身も成長できたらと考えて立候補させていただきました。よろしくお願い
致します。

則竹　史子
（八事病院）

理事をすでに3年間勤め、協会のさまざまな活動に関わっておられます。継続して理事を
務めることにより、現在の役割をさらに深く理解し協会の活動をより良くしていきた
い、との熱心な思いや、活動を通して自らを成長させていきたいとの向上心をお持ちな
ので、協会理事へ推薦させていただきます。

野浪　徳一
（多機能型事業所わかた）

私は現理事任期で丸9年となった。この間、名古屋南ブロックの理事としてブロックの活性
化や組織強化委員会、あした天気になーれ委員会の委員として協会活動の一端を担ってき
た。この活動を通して多くの精神保健福祉士に出会い、一緒に活動したことが、いまの私の
原動力となっている。今後もこれまでの経験を踏まえ、理事として協会活動の一端を担いな
がらより開かれた協会活動に努めていきたい。

中根　亜友美
（ワークセンターメイプル）

私、ワークセンターメイプル中根は、多機能型事業所わかたの野浪徳一を愛知県精神保
健福祉士協会理事に推薦いたします。野浪は今年度で理事を9年継続しており、組織強化
委員会や「あした天気になーれ」委員会等の様々な活動を進めながら、経験年数の少な
い若年の精神保健福祉士への交流参加の促進や県の精神保健福祉の普及啓発に貢献して
いただいています。今後も愛知県精神保健福祉士協会理事として活動し、県の精神保健
福祉・精神保健福祉士間の連携・発展に励んでもらいたいと考えております。つきまし
ては、今回の理事について推薦いたします。ぜひともご検討ください。何卒、ご高配承
りますようお願い申し上げます。

中山　祐一
（一ノ草病院）

私にとって、協会関連にかかわる機会は、当初、当事者支援の勉学目的で研修会などに参加
をする程度でした。その後、縁あって愛知県精神保健福祉士大会で大会委員を歴任し、愛知
県にて行われた全国精神保健福祉士大会でも一つの講座の運営に携わる機会をいただきまし
た。その時に、運営の難しさと共に、組織として協同し、事を成すことのやりがいというも
のを痛感致しました。そして、大会委員など運営を通じて、協会運営について興味を持ち、
私自身も参加する側から、今後は運営する側をやってみたい、理事となり自身の今までの経
験を活かしたいと思い、今回の協会理事立候補をする決意に至たりました。精神保健福祉士
となり11年。この機会に、精神保健福祉士としての大役に挑んでみたいと思います。

井手　千花
（一ノ草病院）

一般社団法人愛知県精神保健福祉士協会ブロック選出理事として、中山祐一さんを推薦
します。中山さんは真面目で温厚な人柄です。精神保健福祉士として日々当事者・家族
への支援に堅実に取り組んでくれています。業務上必要と思えば個人の時間を使ってPC
技術を学びに行ったり、職場のAI機器への様々な対応を担ってくれていること等、アナ
ログな先輩たちにとってとても頼りになる存在です。協会との関わりもこちらが何も言
わなくとも自身で積極的に参加しており、他機関に所属している仲間との繋がりを通
し、多くのことを学び、成長を続けてきていると感じています。理事となって大局を俯
瞰する視点を学び、仲間を支える立場を経験してさらに一回り成長してくれることと期
待しています。

杉原　直樹
（憩の郷）

精神保健福祉士にとって、研鑽を続けることと横のつながりは質の担保・向上のために不可
欠だと考えています。私自身、協会活動に参加することでそれらを養い、築くことができま
した。自身のためだけでなく、同じ仲間が１人でも多く研鑽し、つながりがもてる機会を得
られるように、理事として貢献したいと思います。

平野みずえ
（相談支援事業所みらい）

杉原氏は社会福祉法人憩の郷にて、精神障がいをお持ちの方への就労支援を長きにわた
り尽力されてこられました。また、大府市の自立支援協議会への参画や、ひきこもり支
援など市内の福祉やまちづくりの分野においても活躍されております。これまでも愛知
県精神保健福祉士協会理事として活動されている実績もあり、今後も協会へ寄与される
方であることをここに推薦致します。

市原　清香（南豊田病院）

私は、地域生活支援センター（現　地域活動支援センターⅠ型）にて7年勤めたのち、結
婚・出産を経て、現在の精神科病院に異動し12年となります。19年間は長いようでめまぐる
しく、障がい者総合支援法や精神保健福祉法などの改正もあり、その都度、必要な支援体制
を守ろうと、仲間と共に働きかけを繰り返してきた記憶があります。現在も、地域自立支援
協議会など意見を交わす場へ参加の機会を多く頂き、包括的支援体制を構築していくために
は、発信していくこと、理解しあおうとすることが重要であると日々実感しています。一労
働者である前に精神保健福祉士であるという誇りや使命感が、これまでの私のアクションの
元になってきたように感じています。現在、社会状況も大きく変化し、発達障害や依存症、
高齢者はもちろん、身体・知的障害、母子、児童、新型コロナウイルスによる生活困窮者、
8050など、関わりの幅は大きく広がり、より大局的で柔軟な視野を求められています。一人
一人の方に必要なタイミングで必要な支援ができること、必要なアクションができること、
それにはやはり、精神保健福祉士の質の向上、人材育成が重要です。以上の理由から、理事
として、愛知県精神保健福祉士協会の活動に尽力させていただき、精神保健福祉の発展に寄
与したいと考え、立候補いたします。

佐藤 未朝希
（南豊田病院）

私は、所属する南豊田病院で市原さんのもとで働いています。所属機関での市原さん
は、外来及び入院中の患者さんやご家族への支援を行いながら、中間管理職として部署
内・外の様々な業務の中心を担っています。相談の場面では、医療機関のみならず、地
域生活支援センターでの経験ももとに、多角的な視点から患者さんやご家族に対応され
ています。患者さんやご家族からの信頼は厚く、院内を歩くと各所で患者さんから声を
かけられ、一人一人に丁寧に対応されています。私をはじめとする同僚も、困った時や
迷った時、行き詰ったと感じた時にはいつも市原さんに相談します。どんなに多忙なと
きでも、必ず手を止め、しっかりと話をきいてくださいます。他職種・他部署の職員か
らも頻繁に声がかかる場面をよく見かけます。この病院で一番名前を呼ばれる職員は、
市原さんだと言っても過言ではないくらい、誰からも頼られる存在です。地域では、自
立支援協議会や審査会等、市原さんのこれまでの知見を求められる場に積極的に出席さ
れています。各種研修会や県協会の活動などにも数多く参加され、常に広い視点で精神
保健福祉士としての職務に取り組んでおられます。市原さんが理事になることで、県協
会が益々発展していくと確信し、愛知県精神保健福祉士協会理事に推薦いたします。

山北　佑介
（相談支援事業所ひだまり）

私は、4期ほど当協会の理事を拝命し、様々な　活動に携わらせていただきました。現在
も、二つの委員会（ピアサポーター委員会、基幹研修委員会）に所属し、尽力しておりま
す。また、日本協会の研修企画運営委員としても参画しており、それらの経験が今後の協会
活動にお役に立てると考え、理事に立候補させていただきました。

山口　泰臣
（刈谷病院）

私は、精神保健福祉士として約17年ほど勤務をしております。山北氏とは、精神保健福
祉士の養成校の同級生です。就職後も同じブロックで勤務しながら、彼が熱心に様々な
協会活動に取り組む姿を見てまいりました。誰にでも隔てることのない実直な人柄も、
山北氏の魅力の1つです。この度、西三河ブロック選出理事に立候補するに当たり、彼な
らば充分にその責を果たして頂けるものと確信し、ここに推薦させて頂きます。

磯谷　勇輝
（岩屋病院）

引き続き愛知県精神保健福祉士協会の理事として、愛知県の精神保健福祉士の活動をもり立
てていくための助力となれるよう努めていきます。研修委員等の委員会を通して、精神保健
福祉士の自己研鑽の場を盛り上げていきたいと考えております。

稲月　雅之
（岩屋病院）

地域の一員としての医療機関で取り組む精神保健福祉士のまとめ役として、率先して精
神保健福祉活動の啓発および実践を行っており、広い視野を持ち多角的に協会の一助と
なる活動が出来る人物だと考え、推薦致します。

中住　祐紀
（障がい者相談支援センター
「メンタルネットとよかわ」）

理事となったのが、令和元年度、愛知県で全国大会が開催された年でした。県から委託を受
けた「精神障害者支援の障害特性と支援技法を学ぶ研修」に携わらせていただき、その直後
に発生した新型コロナウイルス感染症の影響でブロック例会、研修の在り方も大きく変わら
ざるを得ない状況となりました。この３年間は試練の連続でもありましたが、多くの素晴ら
しい出会いにも恵まれました。私一人の力は微力、非力ですが、強力にサポートしてくれる
仲間がいたからこそ、活動を進めてこられました。オンライン活用の促進により、「移動」
という物理的な問題は限りなく小さくなったこと、参加の敷居が下がったことはメリットと
感じます。それと同時に、オンラインへの不慣れや、対面時で得られていた人とのかかわり
やつながりの充足感は今後の協会活動の課題、あらためてつながりを意識していく必要があ
ると感じています。新しい環境に飛び込み、人と出会うことは少し勇気が必要ですが、一歩
踏み出す先が安心して歩めるような人と人との懸け橋を東三河から、愛知県内中に渡してい
きたい。会員の満足度の高い、みなさんお一人おひとりにとって拠り所となるような協会を
目指して力を尽くしていきたいと思います。

加藤　千礼
（愛知県豊川保健所）

中住祐紀氏は、豊川市で相談支援専門員として従事し、その力を精神障害者支援に十二
分に発揮されている。特に、関係者から厚く信頼されており、ケース会議を始めとした
各種会議に数多く参加し、協働してケース支援にあたっている姿からは、中住氏が“つ
ながり”を意識しておられることを強く感じている。私は、中住氏が委員長を務められ
た「精神障害者支援の障害特性と支援技法を学ぶ研修」に、委員として参加させていた
だいたが、その際も中住氏は委員からの意見を丁寧に拾い上げると共に、それを実現す
るために必要な交渉を委託元である愛知県と幾度もすることで、コロナ禍という新たな
状況であっても、大変な尽力をさておられ、その結果、参加者の満足度が大変高い研修
を開催することができた。このように、周囲からの信頼も厚く、理事としての実績も十
分にある中住氏は来期の理事として大変ふさわしい人物であると考える。

ブロック選出理事　候補者（定数：各ブロック2名）
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立候補者
氏名（所属機関）

立候補理由
推薦者

氏名（所属機関）
推薦理由

伊東　安奈
（福智クリニック）

私はこれまで精神科診療所（および同法人が運営する障害福祉サービス事業所）でずっと勤
務してきましたが、ここ数年精神保健福祉士の活動の場が多岐にわたるようになったことを
実感しています。その中で現在、愛知県精神保健福祉士協会の理事会では、今後の組織体制
をどうしていくかという議論を重ねているところです。多分野にわたる協会員が納得のでき
る協会活動はどういうことなのか、連携をしやすくなるにはどうしたらよいのか、職能団体
としてはどうあるべきなのか、日々考えさせられます。微力ではありますが、よりよい協会
とできるように力を尽くせたらと考えておりますので、引き続き立候補させていただきまし
た。

藤村　美幸
（メンタルヘルスサポートセ
ンター）

伊東さんは、所属する医療法人福智会では幹部として法人運営の中核を担う存在です。
冷静な判断力と問題解決能力があり、上司や部下、患者さんやご家族からも信頼が厚
く、尊敬されています。業務に関する事から個人的なことまで多くの相談が寄せられま
すが、その一つ一つにいつも真摯に対応してくださり、他者のために力を尽くしてくだ
さる方です。愛知県精神保健福祉士協会では現在も理事を務めており、愛知県の精神保
健福祉分野の発展と精神保健福祉士の専門性の向上、協会活動の運営等に尽力してくだ
さっています。どんな場所でも臆することなく発言する力、考えを行動に移す力、協会
員を束ねる力を持っておられ、引き続き理事としてその力を協会のために尽くして頂き
たいと思い、推薦させていただきます。

小川　隆司
（中村メンタルクリニック）

長らく理事をさせて頂いています。この２年間は事務局長をさせて頂きました。皆様に助け
て頂きこれまでにもブロック理事としても様々な経験をいたしました。取り組むごとに今後
の協会としても、自分自身としても課題が見えてきます。一般社団法人として内外に向けて
その役割を果たさなくてはなりませんが、協会が今後どのような方向に進んでいくのかに関
わらせていただけることは、とても幸せなことと思います。それゆえに誠実に取り組むこと
が重要とも考えます。所属は尾張西ブロックですが、ブロックについては次代の方にご活躍
をして頂きながら、私は今回全県理事に立候補をさせて頂き会員の方、協会のお役に立てれ
ばと考えています。

緒方　未輝子
（犬山病院）

被推薦者は愛知県西部地域において、相談援助職として精神科病院に８年、精神科クリ
ニックに19年従事しており、非常に精神科医療に精通しています。また相談センターの
立ち上げに寄与し、当事者の方々の居場所作り、就労支援、ご家族への支援、地域にお
ける福祉啓発にも力を注いできました。精神保健福祉士養成校の非常勤講師として後進
の育成に力を入れ、協会活動においては平成11年から令和元年までブロック理事を、平
成28年からは公益社団法人日本精神保健福祉士協会代議員を担ってきました。被推薦者
の実績は当協会全県理事として推薦するに足るものと考えます。今後の当協会の社会的
役割を理解し、引率する適切な人材である小川隆司さんを全県理事としてここに推薦い
たします。

片岡　博智
（みどりの風南知多病院）

令和2年より当協会の理事を務めさせていただいております。ピアサポーター委員会委員
長、初任者研修委員会副委員長など、今後も引き続き活動を続けていきたいと思っておりま
す。よろしくお願いします。

徳山　勝
（半田市障がい者相談支援セ
ンター）

みどりの風南知多病院にて長年精神科ソーシャルワーカーとして、精神障害者やそのご
家族の生活支援にご尽力されています。その取り組みの一つとして、個別のケース支援
以外にも、地域の自立支援協議会に部会委員として参加して、医療・保健・福祉の連携
や、その地域の支援体制の構築を行って頂いています。また、知多圏域会議精神保健福
祉部会では、入院中の患者さんにもわかりやすく情報提供ができるリーフレットの作成
にも取り組まれています。愛知県精神保健福祉士協会では、愛知県から受託しているピ
アサポート事業の担当リーダーとして、積極的にピアサポーターの活動を創設したり、
事業運営をされています。片岡博智さんの普段の実践は、愛知県精神保健福祉士協会の
定款目的にある「（前略）精神障害者の社会的復権」につながる取り組みであり、協会
理事を担って頂くことで、目的の実現に進んでいくと思います。これらの理由から推薦
致します。

河合　功樹
（さくらぎ眼科こころのクリ
ニック）

わたしはこれまで、精神科病院に9年間、市役所福祉課に4年間在籍した経験があり、そして
今年度からは開院したばかりの精神科クリニックにて勤務しております。所属は変わっても
当事者の方になにができ、なにをすべきなのかを悩み、葛藤しながら支援を行うことに変わ
りはなく、今後も研鑽を積み上げたいと考えております。日頃の実践を活かし、協会の発展
および地域福祉の向上のために尽力できればと考え、立候補いたしました。

松井　伸夫
（豊川市障害者相談支援セン
ター）

河合功樹さんは、精神科病院、行政の障害福祉担当、メンタルクリニックにおいて、ミ
クロ、メゾ、マクロのソーシャルワーク実践を重ねられています。その貴重な経験を活
かし、河合さんの実行力と熱意で、愛知県精神保健福祉士協会の理事として、協会の更
なる発展と精神保健福祉士の人材育成等に向けてご活躍をしていただけることを期待し
まして推薦いたします。

櫻井　早苗
（愛知県精神医療センター）

私は今日まで、精神保健福祉士として、精神科病院を中心に活動してまいりました。働き始
めたころは、精神保健福祉士が資格化されておらず、諸先輩方が精神障害者の社会的復権の
ために一つ一つの実践を丁寧にされている姿を目の当たりにし、ソーシャルワークについて
深く学ばせていただくことができました。今では、精神保健福祉士が資格化され、社会的に
も認知され、活躍の場が広がっております。メンタルヘルスの重要性が取りざたされている
昨今、改めて精神保健福祉士の役割について考える必要があります。我々、精神保健福祉士
は、精神に障害のある方やご家族の立場に立ち、実践ができているでしょうか。また、職能
団体としての社会に働きかけることができているでしょうか。協会を通して、皆様と精神保
健福祉士について考え、その役割を各方面に発信していきたいと考えております。以上のこ
とから、この度、理事に立候補させていただきました。

太田　智香
（東春病院）

私はソーシャルワーカーデイ企画委員会において、櫻井氏とともに活動しました。今年
度は櫻井氏が事務局をとりまとめ、企画運営の中核を担いました。各団体との連携調整
においてもリーダーシップを発揮されました。その他、若手の委員に対しても、その力
が発揮できるよう業務分担を行い、育成にも努めていました。当事業が無事に終えられ
たのは、櫻井氏の尽力によるところが大きいと感じます。その他の委員会やグロック活
動でも、櫻井氏持ち前の柔軟性、協調性、調整力、行動力を活かして活躍されていま
す。また日々の実践においても、精神保健福祉士のあり方を常に考えて取り組まれてい
ます。そうした櫻井氏の存在は、愛知県精神保健福祉士協会に欠かすことができませ
ん。以上のことから、櫻井早苗氏を推薦いたします。

砂田　雄次
（北メンタル・クリニック）

これまで本協会の活動を通してたくさんの良い出会いと研鑽の機会を得てきました。いずれ
も、日常の業務にプラスして大変貴重な経験となっています。それらの経験を振り返ったと
き、本協会の活動を継続・発展させ後進に引き継いでいくことが自らの責務と考え、理事に
立候補することといたしました。よろしくお願いいたします。

樹神　薫
（守山区障害者基幹相談支援
センター　サテライト）

砂田氏は精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業の密着アドバイザー
として活動しており、業務上の助言・指導を担当してくださっています。研修等にも積
極的に参加しており広い視点からの助言は多くの気づきをくださいます。協会活動で
は、理事として中心的な役割を担われており、特に「あした天気にな～れ」では委員長
を務めながら後進の育成にも力を注いできました。リーダーシップのある砂田氏の存在
は、愛知県精神保健福祉士協会に欠かすことができないと思います。以上のことから、
砂田雄次氏を推薦したします。

辻川　幸博
（京ヶ峰岡田病院）

2007年度から理事を担わせていただき、事務局次長、事務局長、副会長と歴任させていただ
きました。そして多くの課題がある事を知り、その課題に向けて引き続き取り組んで行きた
いと思います。この協会を支えてきた諸先輩たちの意思を受け継ぎ、また、新しい風も取り
入れて、今後も協会運営に携わっていきたいと思い立候補しました。

森井　曜子
（桶狭間病院藤田こころケア
センター）

精神保健福祉士としての知識と経験、協会活動におけるこれまでの実績、誠実な人柄か
ら辻川幸博氏を愛知県精神保健福祉士協会の理事に推薦いたします。

中川　学
（蒲郡市障がい者支援セン
ター）

現在愛知県精神保健福祉士協会副会長として研修部を担当、多くの研修や事業の企画や運営
にかかわらせていただいています。担当理事や担当委員などと一緒に考え、準備していくな
かで多くのことを経験させていただいています。また協会活動を通じて多くのことを学び、
多くの先輩や仲間と出会うことが出来きました。この素敵な経験を私だけのものにせず、会
員の皆様にお返ししたいと思います。この素敵なつながりをさらに広げていきたいと思いま
す。会員の皆様が素敵な仲間とつながれるきっかけとなるような協会活動を行っていきたい
と考えています。

貫名　佳樹
（京ヶ峰岡田病院）

普段の業務では相談支援事業所にて丁寧に対象者へ関わる姿勢を学ばせていただき、周
囲の相談支援事業所・公的機関等の関係機関をしっかり巻き込みながら支援を展開され
てみえ、対象市のみでなく東三河圏域でも欠かせない存在となってみえます。加えて、
当協会活動にも尽力され、これまで活躍された経験や作られた繋がりはこれからの協会
にとって大変貴重なものとなること間違いありません。上記より、今回全県理事として
ご活躍頂きたいと考え、推薦させて頂きます。

中住　正紀
（生活支援センターさざなみ）

平成12年から当協会執行部としてかかわらせていただき、当協会が法人化を取得した年には
事務局長を、令和2年からは会長として運営に携わってきました。会員の皆さまが、この協
会に深い帰属意識を持っていただけるような執行を目指して、微力ながら尽力したいと考え
ています。

杉本　寛
（生活支援センターさざな
み）

愛知県精神保健福祉士協会の時期理事及び会長に、中住正紀さんを推薦します。中住さ
んとは東三河ブロックで、40年近くの付き合いとなります。現在、特定非営利活動法人
さざなみで相談支援業務を担っていただいています。日常業務では、利用者の話に耳を
傾け、その傍ら、県協会の理事・事務局長、会長と、協会のために尽力されてきまし
た。役割が誠実な人柄をつくってきたと言えます。これまでの経験を踏まえ、時期２年
も職責を担っていただけると考えています。

中村　雅代
（刈谷病院）

これまでの2年間、県協会スーパービジョン普及委員会の委員長の任をいただき、県内の会
員のみなさまにむけてSVの普及啓発に努めてきました。しかしながら、まだ多くの方にSVを
知っていただき、活用してもらえた、という状況ではなく、まだまだ自分の中では多くやり
残したことがあると感じています。それを実現するために今回前県選出理事として立候補さ
せていただきました。どうぞよろしくお願いいたします。

内藤　千昭
（西山クリニック）

中村さんはこれまでも県協会の理事を経験されており、熱意をもって幅広く協会の活動
に参加されています。特にSV普及委員会では委員長を務められ、県協会のSV普及に大き
く貢献されています。また日本精神保健福祉士協会の認定SVRとしてSVを行い後進育成の
面でも活躍されています。今後、県協会では依存症関連問題の知識の普及や支援を学び
実践につなげることが望まれますが、中村さんは20年以上前から日本ASW協会の会員でも
あり、依存症関連問題にも精通されているため、その面でも期待ができる人材だと思い
ます。与えられた業務や役割はしっかりこなし、更にできることは前向きに挑戦される
ので、とても信頼できる方だと思います。自信をもって理事に推薦させていただきま
す。

全県選出理事　候補者（定数：11名）


